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平
成
23
年
度

当
初
予
算
決
定

■
平
成
23
年
度
予
算
概
要

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
３
月

定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計

予
算
を
合
計
し
た
予
算
総
額
は
、

93
億
８
，５
６
４
万
円
で
平
成
22

年
度
と
比
較
す
る
と
4
億
１
，

０
４
５
万
8
千
円
（
４・６
％
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
々
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
一
般
会
計
予
算
は
、
64
億
２
，

４
７
８
万
8
千
円
で
平
成
22
年

度
と
比
較
す
る
と
、
4
億
１
，

５
３
６
万
円
（
６・９
％
）
の
増
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

単
純
に
４
月
１
日
現
在
の
町
の

人
口
で
割
る
と
、
町
民
一
人
当
た
り

約
70
万
円
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成
22
年
12
月
に
策
定
し
た
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
遂
行
及
び
少

子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
基
本

と
し
、
ま
た
事
業
の
緊
急
性
等
も

考
慮
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
厳
し
い
財
政
運
営
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

歳
入
面
で
は
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
、
歳
出
面
で
は
経
常
経
費
の

更
な
る
抑
制
に
努
め
、
健
全
財
政

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
一
般
会
計
の
歳
入

　

本
町
の
財
源
は
、
83
・
２
％
を

依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
自
治
体
の
財
政
力
の
格
差
を

調
整
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
が
一
番
多
く
、
34
億
９
，

９
９
２
万
1
千
円
で
、
全
体
の
54
・

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料

及
び
手
数
料
な
ど
で
す
。
歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は
、
16
・
8
％

と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
で
一

番
多
い
の
は
、
町
税
の
6
億
４
，

４
９
８
万
9
千
円
（
10
・
0
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。町
税
の
内
訳
は
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
で
す
。

●
一
般
会
計
の
歳
出

　

歳
出
で
一
番
多
い
の
は
、
公
債
費

（
町
で
借
り
入
れ
た
お
金
を
返
済

す
る
た
め
の
費
用
）
の
、
14
億
１
，

４
８
８
万
円
で
、
歳
出
全
体
に
占

め
る
割
合
は
22
・
0
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、
民
生
費
の

14
億
７
，４
６
８
万
6
千
円
で
、
老

人
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
事
業

に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
第
一
次
産

業
の
振
興
に
使
わ
れ
る
農
林
水
産

費
は
、
6
億
５
，５
４
３
万
4
千
円

で
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
10
・

2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

64億 2,478万8千円

町税
6億4,498万9千円
10.0％

繰入金
１億7,986万3千円
2.8％

分担金及び負担金
6,978万5千円
1.1％
使用料及び手数料
9,590万6千円
1.5％

その他（繰越金等）
8,929万3千円
1.4％

地方交付税
34億 9,992 万 1千円

54.5％

町債
6億9,280万7千円
10.8％

県支出金
6億2,922万1千円

9.8％

国庫支出金
3億5,037万2千円

5.4％

その他（地方譲与税等）
1億7,263万1千円

2.7％

自主財源
16.8％

依存財源
83.2％

歳　入
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● 一般会計
　 教育や福祉、道路建設などの基本的な事業を行う会計
● 特別会計
　 特定の収入を特定の支出に充てて事業を行う会計
● 自主財源
　 地方公共団体が自主的に収入することが出来る財源
● 依存財源
　  定められた基準により国などから地方公共団体に交付され

る財源
● 投資的経費
　  道路や公園建設などのように社会資本の整備に充てられ

る経費
● 義務的経費
　  人件費や扶助費、公債費などのように支出が義務付けら

れており、削減することが難しい経費
● 人件費
　  特別職や一般職員などの給与などの経費
● 扶助費
　 保育所措置費や児童手当などに充てるための経費
● 物件費
　 旅費、需用費、委託料などの消費的性質の経費

64億 2,478万8千円【一般会計予算】

会　計　名 予　算　額

国民健康保険事業 15億3,304万 5千円

介護保険事業
（保険事業勘定）

11億1,249万 8千円

介護保険事業
（サービス事業勘定）

1,053万 2千円

簡易水道事業 1億3,685万 4千円

農業集落排水事業 4,667万 6千円

後期高齢者医療事業 1億2,124万 7千円

特別会計合計 29 億 6,085 万 2 千円

　一般会計 ＋ 特別会計 93 億 8,564 万円

◆財政用語メモ ◆平成２3 年度　特別会計予算

総務費
8億7,365万6千円

13.6％

民生費
14億7,468万6千円

23.0％

衛生費
5億195万7千円
7.8％農林水産業費

6億5,543万4千円
10.2％

土木費
6億5,425万7千円
10.2％

教育費
3億9,863万4千円
6.2％　

消防費
1億8,030万3千円

2.8％

公債費
14億1,488万円
22.0％

建設事業費
10億7,370万7千円

16.7％

人件費
11億5,546万8千円
18.0％

公債費
14億1,488万円
22.0％

扶助費
7億7,445万8千円
12.1％

物件費
6億2,393万5千円
9.7％

補助費等
7億5,180万8千円
11.7％

その他
６億3,053万2千円
9.8％

その他経費
31.2％

投資的経費
16.7％

義務的経費
52.1％

その他（商工費等）
1億6,038万4千円

2.5％

議会費
1億1,059万7千円

1.7％

歳　出

目的別内訳性質別内訳
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暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

各地区とも、グランドチャンピオン、町長賞、農協長賞が決定！

４月18日、大根占小学校で｢人権の花｣運動開校式がありました。
　当日は児童全員が集合し、人権擁護委員の白川弘さんの講話

や人権の花であるひまわりの種が贈呈されました。
　白井悠貴さんの考えた「遊ぼうよ その言葉だけで うれしいな」が
今回の標語として採用され、１年間看板にも標示されることになりま
した。
　最後にはマスコットキャラクターが登場し、子どもたちとふれあい
ました。

口蹄疫乗り越え、久しぶりの開催！

遊ぼうよ、その言葉だけでうれしいな

おいしいお茶届けます！ ようやく完成！ クリーンで sun sun

４月15日に田代地区の献茶祭りが鹿児
島きもつき農協田代支所において、

生産者・茶工場関係者等の出席のもと厳粛
に開催されました。
　田代地区の茶は、標高180ｍ以上の高地
で栽培され、気候風土に恵まれ県内でも優
良産地として高い評価を受けています。
　また、茶工場主で組織する加工部会（田
代茶業振興会）が、茶業振興とともに茶の
輸送トラックの安全祈願を行いました。

４月の上旬から中旬にかけて直径100㌢
余りの君子蘭が一斉に咲きました。

　育てているのは新田自治会の中島守さ
ん。亡くなった姉から7年前に株を譲り受け
育てておられます。
　「寒さや直射日光に弱いためとても手間
が掛かるがそれが楽しい」に話されました。

これまでイベントや大会のたび
に町道の片側駐車や一方通行

などで町民の方々に不便をおかけし
ていましたが、ようやく田代中央運
動場の駐車場が完成しました。
　駐車台数は146台あり、安全に駐
車できるようになりました。
　さっそく4月9日に各中学校の野
球大会で利用され、非常に利便性が
よく好評でした。

4月21日に大根占地区、4月26日には田代地区において春季畜産共進
会が行われました。昨年発生した口蹄疫の影響で１年半ぶりの開催

となりました。
　５月末に行われる肝属郡春季共進会ではさらなる活躍を期待します。

４月８日（火）鳥浜海岸におい
てタイヨー大根占店及び法輪

保育園によります海岸清掃が行わ
れました。タイヨーさんは毎月１
回クリーンデイを設け、店舗周辺
等を清掃されており、今回は法輪
保育園に呼びかけ職員、園児たち
と協働で実施されました。

子供のように手間ひまかけて
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KINKO TOWN TOPICS

「町長と語る会」を開催
　１月20日から２月17日まで８日間、公民館単位８地区で、
町主催による町長と語る会が開催されました。各地区で抱えて
いる課題・問題等が提案され、町長または担当課長が回答致し
ました。今回は、２月４日川原地区、2月8日花瀬地区の分を
要約して紹介します。

提案・要望・質問 回　　　答
保育園近くの架橋拡幅
について

ガードレールの支柱を曲柱に替えて
圧迫感を抑える工事をしました。

医者不足の現状 肝属郡医師会立病院の医者不足が
問題になっていたが確保の方向に向
かっている。また、４月から夜間救
急センターが鹿屋市役所前に開業し
ます。

町マイクロバス借用に
ついて

バス事業者との兼ね合いで貸出しは
できない。

鶴園入口交差点の停止
線の設置

現場を調査。（対応済み）

水道料口座引落しに伴
う奨励金について

水道料の奨励金は無くなります。

三共建設事務所前三叉
路停止線の改良

県、警察と協議して対処します。（対
応済み）

大根占運動公園開催の
町民体育大会応援席に
ついて事故防止の為ト
ラックと同じ高さにで
きないか

教育委員会と協議します。

提案・要望・質問 回　　　答
悪質滞納者の対
策について

悪質滞納者については、財産調査をし
て滞納処分の方法も考えてまいります。

独居老人の緊急
時の連絡につい
て

在宅高齢者等緊急通報システム事業が
ありますので利用してください。また、
安否確認については、今後も検討して
まいります。

小学校統合につ
いて

本町の小学校統合は、まだその段階では
ないと考えている。子供は家庭から歩い
て通学するのが一番、小学校がなくな
るとその地域は急速に寂れていくので、
できるかぎり今の状況を存続するよう
努力します。

花瀬公園まつり
と駅伝大会同時
開催について

駅伝大会の参加チームが増え、危険度
が増したことが大きな原因でさらに花
瀬公園まつりと同時開催では、関係車
両が増えることで事故防止の関係で同
時開催が出来なくなった。

後継者対策につ
いて

前号に掲載しましたので省略します。

堆肥センターに
ついて

前号に掲載しましたので省略します。

提案・要望・質問 回　　　答
田代支所の機能
について

総合支所として現状のまま継続します。

農道の積雪によ
る倒竹の対応に
ついて

基本的には、受益者で対応。土地改良
区と連携して対処。それでも対応でき
ない場合は、町に相談

農道の架橋拡幅
と舗装工事につ
いて

農林道整備事業で対応。

農道田ノ神線廃
止用水路の撤去

水利組合長名で要望

町道柴立線の局
部拡張改良工事
について

補償費、用地費の関係で用地交渉が進
んでいない状況

農業振興地域の
見直しについて

制度上、農業振興地域除外の許可申請の
手続きで行っている。現在の地域の見直
しについては、方法はないか確認する。

ごみステーショ
ンの移動

増設は不可。移設は可。自治会で協議
して要望。

提案・要望・質問 回　　　答
介護給食サービスを大根
占地区と同じように実施
してもらいたい。

特別養護老人ホーム南松園に委
託して実施している。契約時に
週 2 回を 3 回にできないかお
願いした経緯があります。しか
しながら調理スタッフ等の体制
が十分でないことからできない。
体制が整えばやりたいというこ
とでした。

町道早瀬・瀬戸口線改良
工事に伴う町道からの排
水による修善について

県の関係課へは、要望と現場も
調査しております。工事期間内
に計画外の工事は出来ないこと
から、改良工事が終了した時点
で地域からの改善事項というこ
とで再度県に申し入れを行いま
す。

田代保健福祉センターに
健康器具の設置はできな
いか

健康教育は、医療費高騰抑制を図
る上でも重要であります。老人を
対象に運動教室も実施しており、
専門的な器具の設置は考えており
ませんが、マッサージ機等の設置
は検討致します。

納税奨励金について 口座振込によって、自治会で集
めることがなくなります。納税
奨励金も廃止を行い、変わりに
自治会運営補助金として納税状
況に応じ交付致します。

【川原地区】

【花瀬地区】
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平
成
23
年
度
自
治
会
長
が

決
定
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
の
各
自
治
会
長
が
決
ま

り
、
４
月
８
日
に
自
治
会
長
連
絡
協
議
会

及
び
自
治
会
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
連
絡
協
議
会
で
は
、
各
地
区

の
理
事
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長
な
ど

の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
長
会
で
は
、
自
治
会
長

に
対
し
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
役

場
の
各
課
か
ら
業
務
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
の
パ

イ
プ
役
を
務
め
て
頂
き
ま
す
。

　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
役
員

会　
　

長　
　

別
府　

繁
男
（
城
ヶ
崎
）

副
会
長　
　

岩
下　

啓
式
（
神
川
上
）

副
会
長　
　

小
園　

一
利
（
上
柴
立
）

書
記
会
計　
　

前
川　

勝
行
（
木　

原
）

【
理　

事
】

馬
場
地
区　
　

舞
原　

鶴
來
（
木　

場
）

城
元
地
区　
　

別
府　

繁
男
（
城
ヶ
崎
）

神
川
地
区　
　

岩
下　

啓
式
（
神
川
上
）

池
田
地
区　
　

壱
崎　

紀
男
（
壱　

崎
）

宿
利
原
地
区　
　

永
吉　

辰
夫
（
厚
ヶ
瀬
）

麓
地
区　
　

倉
元
幸
一
郎
（
中　

村
）

上
部
地
区　
　

山
下　

常
男
（
山　

下
）

大
原
地
区　
　

中
島　
　

守
（
内
ノ
牧
）

川
原
地
区　
　

小
園　

一
利
（
上
柴
立
）

花
瀬
地
区　
　

原
澤　
　

香
（
原　

沢
）

監　
　

事　
　

森　
　

轄
隆
（
鳥　

浜
）

監　
　

事　
　

舞
原　

悦
朗
（
鶴　

園
）

平成23年度 自治会長名簿
　 自治会名 氏　　名 自治会名 氏　　名 自治会名 氏　　名

馬

場

地

区

麓 永田　耕造

池

田

地

区

松 坂 迫　　　操

麓

地

区

下 上吹越三男
弓 場 下 内薗　健三 毛 下 毛下　悟志 馬 場 日高　　公
鳥 井 戸 下八重兼二郎 笹 原 鈴　　一磨 東 ノ 原 落司　孝文
木 場 舞原　鶴來 半 下 石 榎本　久美 長 谷 永田　利徳
大 橋 上 川越　年行 川 南 中野　　優 西 中 郡 上玉利義照
大 橋 下 白井　光男 川 北 遠矢　良幸 東 中 郡 金子　末夫
木 原 前川　勝行 白 井 白井　太郎 橋 ノ 口 西川　久夫
寺 前 帖地　幸男 安 水 安水　　守 中 村 倉元幸一郎
山 之 口 迫　　清隆 壱 崎 壱崎　紀男 麓 住 宅 舞原　香織
中 西 丸田　三郎 大 久 保 真戸原一雄 昇 陽 山下　基久

城

元

地

区

神之浜一区 濱崎　明雄 馬 場 中 原 中原　信男 上

部

地

区

山 下 山下　常男
神之浜二区 長濵　健治 段 中 野 木下　順一 岩 崎 樋渡　俊信
本 町 河野　　讓

宿

利

原

地

区

笑 喜 上 栫　　正人 表 木 中島　俊和
京 町 石川　幸子 笑 喜 下 森満　幸男 折 小 野 池迫　浩幸
栄 町 礒元ハルエ 大 尾 下玉利重則 上 山 ノ 口 馬込　廣信
旭 町 有川　明宏 落 河 上玉利義雄

大

原

地

区

西 大 原 中野　滿郎
塩 屋 北　　則雄 才 原 鮫島　廣幸 東 大 原 坂口　幸夫
城 ヶ 崎 別府　繁男 宿 利 原 中野富士男 中 尾 横原　利己
瀬 戸 山 坪内　健次 牧 原 牧原　信夫 新 田 市来　敬二
六 反 田 城下　安皓 協 和 牧原　育穂 内 ノ 牧 中島　　守
中 園 下村　一郎 岩 元 永峯　清香 重 岳 原口　一則
宮 脇 木原　光郎 命 苫 大迫　清文 鵜 戸 野 時吉　和美
上 之 宇 都 永田　和良 厚 ヶ 瀬 永吉　辰夫 久 木 野 濵川　　諭

神

川

地

区

鳥 浜 森　　轄隆

川

原

地

区

平 石 貫見　和洋 盤 山 有馬国登志
神 川 城 今熊　　登 柴 立 釘田　千尋 富 田 東郷　輝昭
神 川 上 岩下　啓式 上 柴 立 小園　一利

花
瀬
地
区

原 沢 原澤　　香
神 川 中 徳永　哲朗 上 原 君付　郁生 池 野 川前　義一
神 川 新 町 長瀬　幹朗 早 瀬 小路　藤雄 瀬 戸 口 神田　幸一
皆 倉 皆倉　四郎 郷 ノ 原 大中原政人 猪 鹿 倉 猪鹿倉　悟
神 川 中 原 上鶴　　豊 辺 志 切 邉志切保美 鳥 渕 白桃　　茂
桜 原 川原　光則 鶴 園 舞原　悦朗 92自治会
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3
月
11
日
に
宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源
と
し
た
「
東
日

本
大
震
災
」
は
大
津
波
を
発
生
さ
せ
、
東
北
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

錦
江
町
は
全
国
6
市
町
で
組
織
す
る
「
銀
河
連
邦
」

と
し
て
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
た
肝
付
町
の
支
援
に
協

力
し
、
大
隅
半
島
4
市
5
町
の
復
興
支
援
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

錦
江
町
か
ら
は
4
月
3
日
に
第
1
陣
と
し
て
2
名
参

加
し
、
現
地
で
の
復
興
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。
早
朝
か

ら
支
援
物
資
の
搬
入
搬
出
や
仕
分
け
作
業
、
給
水
作
業
、

警
備
作
業
に
分
か
れ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
が
れ
き
や
車
な
ど
散
乱
し
、
魚
や
汚
水
な
ど

の
異
臭
で
大
変
な
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
っ
た
先
々
で
「
遠
く
か
ら
あ
り
が

と
う
。」「
寒
い
か
ら
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
ね
。」な
ど
、

被
災
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
が
ん
ば
っ
ぺ
し
】
い
た
る
所
で
こ
の
方
言
を
聞
き
ま
し

た
。【
共
に
が
ん
ば
ろ
う
！
】
と
い
う
意
味
で
す
。「
支
援

を
し
て
も
ら
う
、が
ん
ば
っ
て
！
」で
は
な
く「
一
緒
に
な
っ

て
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
こ
の
方
言
か
ら
も
学
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
で
、
被
災
地
か
ら
多
く
の
事
を
学
び
・
人

と
人
の
絆
や
温
か
さ
に
触
れ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
錦
江
町
の
防
災
計
画
や
防
災
意
識
、
地
域
の

あ
り
方
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
11
日
に
は
、
物
的
支
援
だ
け
で
は
な
く
人
的
支

援
も
長
期
的
に
行
え
る
よ
う
災
害
支
援
本
部
を
大
隅
半

島
4
市
5
町
で
大
船
渡
市
内
の
公
民
館
に
開
設
し
ま
し

た
。

　

現
在
も
順
次
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
を

共
に
乗
り
越
え
、
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
が
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　

■ 

震
災
の
現
状
か
ら
学
ぶ
こ
と

４
市
５
町
か
ら
職
員
を
派
遣

がんばっ
ぺし

大船渡！
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年金だより　

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか？

住民税務課 電話 0994-22-3039
住民生活課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
一
ヶ
月
一
五
、〇
二
〇
円
で
す
。

納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険
控

除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と

な
り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。（
納
期
は
翌
月
末

で
、
２
年
経
過
す
る
と
時
効
に
よ

り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。）

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
！

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
必
ず
役
場
国
民
年
金
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
免
除
な
ど
の
承

認
さ
れ
た
期
間
（
多
段
階
免
除
承

認
期
間
に
お
い
て
一
部
納
付
が
な

い
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。）
は
、
老

後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資

格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付

す
れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係
な

く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
相
談
下
さ
い
。

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

１
、
印
鑑
（
認
め
で
可
）

２�

、
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
写
し
（
失
業
者

の
方
の
み
）

３�

、
在
学
証
明
書
又
は
学
生
証
の

写
し
（
学
生
の
方
の
み
）

有害鳥獣捕獲にご注意ください。
　最近、イノシシ等による農作物の被害が多発しており、町として大根占猟友会と田代猟友会に有害鳥獣
捕獲指示により、対策をお願いしている状況ですが、猟友会の必死の捕獲にも関わらず繁殖力が増してい
る状況です。
　農作物の被害を食い止めるため、猟友会の方々が時間を作り捕獲に出動されますが、農家の方々の協力
も必要です。どのような協力が必要かと言いますと次のとおりです。

　①　山林での作業中の場合、目立つ服装でラジオや鈴等をつけて作業をしてください。
　②　畑周辺においては毒団子 ( 農薬を入れた食べ物 ) は絶対に設置しない。
　③　「わな」の資格を持っていない方の「わな」かけも絶対にしてはいけない。

　以上のことを守っていただかなければ、有害鳥獣捕獲はできませんので必ず守ってください。

　②③については鳥獣保護及び狩猟に関する法律・新法第 83 条により罰せられる
こともありますので、絶対にしてはいけません。正規のルートで猟友会を通じて資
格を取り鳥獣害対策に努めましょう。
　もし発覚した場合は、１年以下の懲役または百万円以下の罰金に処する場合もあ
ります。安易に自己判断で行うと大変なことになりますので絶対にやめましょう。

　
全
国
的
に
、
元
気
な
方
が
転
倒

に
よ
り
骨
折
し
、
介
護
状
態
に
な

る
事
例
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、

本
町
で
は
「
生
涯
元
気
で
過
ご
す

た
め
に
！
」
を
合
い
言
葉
に
、『
げ

ん
き
ぼ
運
動
教
室
』
と
し
て
、
高

齢
者
の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
若
々
し
く
「
げ
ん
き
ぼ
」
で
い

て
頂
き
た
い
と
願
い
、
専
門
家
に

よ
る
体
力
の
維
持
増
強
の
為
の
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　『
げ
ん
き
ぼ
運
動
教
室
』
を
受

講
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
本
町

で
行
う
集
団
検
診
を
受
け
て
頂

き
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
そ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

分
析
し
、
介
護
予
防
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
方
に
、
教
室
へ
の
参
加

を
お
誘
い
し
ま
す
。

　
集
団
検
診
を
受
診
し
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
事

が
第
一
条
件
と
な
り
ま
す
。
6
月

か
ら
は
じ
ま
る
、
特
定
検
診
・
長

寿
検
診
を
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
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平成 23 年度　農作業標準料金表（税込み）
　自　平成 23 年₄月～平成 24 年₃月　10 アール（₁反）当たり

作　　　　　　業　　　　　　名 標準料金 摘　　　　　要 管理センター
可 能 作 業

水 稲

一般耕耘 1 回目耕 7,200 ｝　1 回の作業で実施した場合　9,800 円
○

一般耕耘 2 回目耕 3,300 ○
代掻き（中代） 8,600 耕耘〜代掻（中代）きが同じ委託者の場合　5,500 円 ○
代掻き（植代） 8,800 耕耘〜代掻（植代）きが同じ委託者の場合　5,500 円 ○
田植え 6,700 ○
バインダー刈り取り 6,700 ○
ハーベスター脱穀 7,200 結束付　7,200 円　結束無　6,000 円 ○
コンバイン収穫 16,200 結束無 ○
籾乾燥（循環型） 16,200

馬鈴薯

畦立て 4,300 ○
中耕 4,600 追肥後の土寄せ
マルチ 4,500 ○
茎葉処理 4,500
堀り取り 4,500

茶
摘採 5,500 本茶 5,500 円・刈番 3,800 円・園揃え 3,300 円 ○
防除 4,400
中刈り 4,400 1 回切り ○

甘しょ
畦立て 5,500
つる切り 5,200
堀り取り 5,700

ごぼう
深耕 9,800 深耕ロータリー ○
播種同時マルチ 9,800 ○
堀り取り 8,400 ○

人　参 播種同時マルチ 9,800 ○

その他

耕耘新規開発圃場 1 回目耕 8,800 ○
耕耘新規開発圃場 2 回目耕 4,400 ○
耕耘煙草後 1 回耕 6,000 ○
耕耘ばれいしょ後 1 回耕 4,900 ○
深耕（深耕プラウ） 9,800 田パワーディスク　4,400 円・畑ディスクプラウ　6,700 円
堆肥切り返し 5,500 1 時間当たり
堆肥散布 2,800 マニアスプレッター 2,000kg 以内 袋物のみ○
肥料・土壌改良剤散布 2,800 ライムソワー・ブロードキャスター 袋物のみ○
線虫駆除 4,500 テロン ○
土壌消毒 5,500 クロルピクリン
除草剤散布 2,300
水稲防除 4,400
煙草畦立て 5,500 同時マルチ ○
牧草植え付け・鎮圧 7,700 5 反未満　7,700 円　・　5 反以上　5,500 円
飼料畑鎮圧 2,300 　
牧草刈り取り 3,300
ソルゴー刈り取り 5,500
コーンハーベスター 4,400
マウントカッター 5,500
牧草反転 2,300
牧草集草 2,300
牧草・稲わら梱包 1 個 200 ヘーベーラー（80cm を基準）・ミニロールベーラー ○
インゲン・甘しょ同時マルチ 8,500 ○

農 作 業 料 金
( 全般 )

一日当たり
( 日  給 )

最　高 6,300 8 時間労働　最低賃金は県が平成 21 年 10 月に変更した金
額を下回る場合、県と同一の賃金とする。　最　低 5,140

　　※農業管理センター受託作業は、当料金表に準じます。また、受託可能作業は、後ろに○印のあるものです。
　　※水稲苗は、育苗センターの定める価格とします。　※ライスセンター利用料金はライスセンターの定める料金とします。
　　※往復機械運搬料金 １㎞当たり100円を加算する。（機械貸し出し時の運搬のみ）
　　※籾運搬については、別途料金とし運送業者に斡旋する。
【注】１．上記料金は標準料金であり、作業困難な場所（ハウス等）は、割増料金（1,000円以上）をいただきます。

２．土地基盤整備後（1圃場で５アール以上）の水田・畑を原則とします。 
３．１圃場で５アール以下は、５アールとみなし、他は面積に応じて計算します。
４．稲及び水田等条件において現状判定の上、基盤整備していない所も割増料金をいただくことがあります。

（稲の倒伏・雑草・湿田など）※注 1・ 2を適用する。
５．水管理、すま植え、除草、すま刈り、掛け干し等は原則として出来ません。
６．籾乾燥については、生籾（水分率24%）を基準とし、１回の乾燥が10アール以下は10アールで計算します。

なんぐう農業管理センター TEL 24-4926
錦江町農業委員会　　　　 TEL 22-3035
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南
大
隅
高
校
だ
よ
り

　
若
葉
薫
る
五
月
。
第
六
十
回
入
学
式
及
び
現
二
年
生
に
よ
る
昨
年

一
年
間
の
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
及
び
県
民
大
学
の
募
集

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2011
5月号

第60回　入学式

１年間を振り返って

県民大学募集

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

　４月７日、60 名の新入生を迎え、第 60回入
学式が挙行されました。
　今年から普通科がなくなり情報処理科のみの
商業高校としてスタートしました。新入生は緊
張の面持ちで式に臨み、新たな生活への期待に
胸を膨らませていました。
　新入生を代表して、山下信二君（田代中出身）
が高校で校則を守りながら充実した高校生活を
送ることを宣誓しました。

西 絵美里（錦江中出身）

　私は、昨年この南大隅高校に入学し、１年間様々なことを学ぶことができました。情報処理科に
進学し、今まであまり関わることのなかった“ 商業 ”という分野を学ぶことは、私にとって想像以上
に難しいことでした。普段、滅多に使うことのないパソコンや電卓の操作では、始めのうちは打ち間
違いばかりしたり、簿記に関しては理解するのに時間が掛かったりしました。しかし、日が経つにつ
れ、学校にも商業科目にも慣れ、目標である資格取得を成し遂げることができました。また、南大隅
高校では朝や放課後の補習にも力を入れてくださったので、より高い資格取得に取り組むことができ、
先生方には感謝しています。
　部活動では書道部に所属し、書の歴史に触れたり、書道パフォーマンスをしたりして地域の活動に
参加することもでき、よい体験になりました。個人の作品においても、賞をいただけたことで、自分
の特技に自信を持つことができ、今後も技術を高めていきたいと思いました。
　来年度は今年度あまり取り組むことの出来なかった地域貢献活動に頑張るとともに今後の進路につ
いて考える時間をつくりたいと思います。そして、今までの目標であった資格取得においてもより一層
力を入れて取り組み、将来のためになるような活動を心がけていきたいと思います。

　以下の内容で受講者を募集しますのでふるってお申し込みください。

お  知  ら  せ

実 施 期 間 平成 23 年６月７日（火）〜平成 23 年７月７日（木）　１ヶ月間
実 施 日 該当する週の火曜日・木曜日　（10 回）
実 施 内 容 パソコン講座（ただし使用するＯＳはＷＩＮＤＯＷＳ　ＸＰ）
テ キ ス ト 代 約 1,000 円 定 員 30 名

申 込 方 法
往復はがきで申し込み下さい。
申し込み締切　５月 27日必着
住所・氏名・年齢・性別を記入して下さい。

問 合 せ 先
申 込 先

鹿児島県立南大隅高等学校　商業科（担当　菊浦）
〒 893 － 2501　肝属郡南大隅町根占川北 413 番地
TEL （0994）24 － 3155
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「
市
民
講
座
」の
開
催

平
成
23
年
度
大
隅
肝
属
地
区

消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
　

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2011.　5

　

法
務
局
鹿
屋
支
局
で
は
左
記
の

講
座
生
を
募
集
し
ま
す

【
講
座
の
内
容
】

　

法
務
局
、
公
証
人
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

6
月
15
日（
水
）〜
11
月
16
日（
水
）

　

毎
月
１
回
第
３
水
曜

　
（
た
だ
し
８
月
は
除
く
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

【
場
所
】

　

法
務
局
鹿
屋
支
局

【
定
員
】

　

24
名

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

�　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

総
務
課

　

℡�

０
９
９
４
‐
43
‐
６
７
９
０

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

の
免
許
を
取
得
し
た
い
方
を
募
集

し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】

　

�

8
月
2
日
（
火
）・
3
日
（
水
）・

4
日
（
木
）・
5
日
（
金
）
9
日

（
火
）・
10
日
（
水
）

　

9
時
〜
17
時

【
受
付
機
関
】

　
�

5
月
30
日（
月
）〜
6
月
10
日（
金
）

【
定
員
】

　

30
名

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

鹿
児
島
市
錦
江
町
９
‐
14

　

℡
０
９
９
‐
２
２
６
‐
３
２
４
０

　　【
職
種
及
び
人
員
】

　

消
防
職
員
及
び
人
員

【
受
験
資
格
】

　

①�

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

　

②�

現
に
消
防
職
員
で
あ
る
者
又

は
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

し
て
い
る
者

【
試
験
の
方
法
】

　

ア　

作
文
試
験

　

イ　

消
防
適
性
検
査

　
　
　
　
　
（
委
託
統
一
試
験
）

　

ウ　

面
接
試
験

　

エ　

体
力
検
査

【
試
験
の
日
時
】

　

平
成
23
年
7
月
24
日
（
日
）

　

午
前
8
時
40
分
〜

【
受
験
申
込
書
受
付
期
間
】

　

�

平
成
23
年
5
月
23
日（
月
）〜
平

成
23
年
6
月
17（
金
）（
郵
送
の
場

合
は
平
成
23
年
6
月
17
日
（
金
）

付
け
、
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

【
受
験
申
込
書
の
配
布
】

　

平
成
23
年
5
月
10
日
か
ら

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課

　

鹿
屋
市
新
川
町
８
０
０
番
地

　

℡
０
９
９
４
‐
41
‐
７
１
８
２

　

放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
で
は
テ

レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
23
年
8
月
31
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
市
山
下
町
14
‐
50

　

℡
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

●�　

今
年
４
月
よ
り
田
代
地
区
内

の
社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設

（
開
発
セ
ン
タ
ー
や
田
代
中
央
運

動
場
、
田
代
体
育
館
な
ど
）
の

利
用
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
支

所
地
域
振
興
課
へ
お
願
い
た
し

ま
す
。

●�　

田
代
開
発
セ
ン
タ
ー
内
の
図

書
室
が
役
場
田
代
支
所
２
階
に

新
た
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、

５
月
16
日
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、

図
書
室
は
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●�　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
照
明

施
設
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
８

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

�　

な
お
、
会
議
室
や
リ
ハ
ー
サ

ル
室
、
図
書
室
は
通
常
通
り
利

用
で
き
ま
す
。

　

�　

詳
し
く
は
教
育
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

案　

内

お
知
ら
せ

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

放
送
大
学
10
月
生
募
集

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
５
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

 

港
団
地 

２
戸 

芝
山
団
地 

１
戸

 

神
川
団
地 

１
戸 

旧
神
川
教
職
員
住
宅
1
戸

 

塩
浜
田
団
地 

1
戸

田
代
地
区

　
公
営
城
ヶ
迫
住
宅　

２
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

 人口の動き
平成23年５月１日現在

前月号比
人　口 9,069人 （△  28）

男 4,264人 （△  11）
女 4,805人 （△  17）

世帯数 4,214戸 （△　 4）
△は減少

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますので、
ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
５月15日 今隈医院 26-2222

22日 二川内科胃腸科 22-2033
29日 津崎医院 24-2153

６月  5日 長浜医院 22-0137
12 日 大根占医院 22-2658
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4月1日
～4月30 日

戸
籍
の
窓

肝属郡医師会立病院

職員
募集

【常勤職員】
⃝看護師・准看護師…10名	 ⃝看護助手…10名（資格不要）
⃝薬剤師…１名	 ⃝臨床検査技師…１名
⃝臨床工学技工…１名	 ⃝理学療法士…１名
⃝相談員兼ケアマネージャー…１名	 ⃝介護福祉士・介護員…３名

【パート職員】
⃝看護師・准看護師…若干名	 ⃝看護助手…若干名
※�「介護福祉士・介護員」並びに「相談員兼ケアマネージャー」については介護老
人保健施設みなみかぜでの勤務になります。
※看護奨学生も同時募集中
【問い合わせ窓口】肝属郡医師会立病院　総務課庶務係　℡�0994-22-3111

有料広告募集中！
　「広報きんこう」では、掲載する有料広告を募集しています。
　広報きんこうは、フルカラーで毎月4,200部発行し、町内各戸へ
配布しているほか、町外の個人、町内外の官公署へ送付しています。

【問い合わせ先】　鹿児島県肝属郡錦江町城元９６３
　　　　　　　　　錦江町役場企画課　未来形成チーム
　　　　　　　　　℡�０９９４－２２－３０３２

● 企業、事業所、商店などの宣伝・求人広告
● 臨時的なアルバイト募集（農繁期の手伝いなど）
● 企業、事業所、商店などのイベント告知 など、様々な用途でご利用ください。
　広告掲載についての詳細は、錦江町役場企画課未来形成チーム
へお問い合わせください。

香典のお返しならサラダ館で
全商品割引奉仕

全国無料宅配もあります
香典帳整理
（金額順、フリガナ順に無料で整理）

ご挨拶状無料

近くだから便利
全国組織だから安心です

サラダ館 大根占店
錦江町文化センター前
電話 22－2233　
FAX 22－0289

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません
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▼写真のご協力を
お願いします。

▼

「錦江町思ひ出写真館」に掲載する写真を
募集します。
　撮影時期・場所・状況等を付けて、役場
企画課へ持ち込むか郵送ください。
　お借りした写真は責任を持ってお返し
します。

昭和 9 年
縣道高山伊座敷線道路新設工事記念写真
現在の県道吾平佐多線（長谷自治会周辺）

【提供　牧原　敏美さん】

錦江町

　そうです。テレビで買って読まないと不幸になる
と脅してる本です。
　悩み、自分の力で様々な事を解決する、夢に向かっ
て揺れ動き頑張っている人に読んでほしい。
　夢が叶う人はわずか…幸せな人はその夢にトライ
している人などなど島田紳助の渾身の書き下ろしで
す ! ！

「島田紳助�100の言葉」

島田　紳助 / 著

●文化センター図書室にて貸し出し中●

今 月 の 一冊今
月
の
表
紙

　

池
崎
　
賢
一
さ
ん	

笑
喜
　
　
誠
さ
ん

　
栫
　
　
雅
之
さ
ん	

宿
利
原
　
伸
吾
さ
ん

　
中
野
　
和
徳
さ
ん	

黒
瀬
　
亮
太
さ
ん

　
仮
屋
　
順
平
さ
ん

　

宿
利
原
地
区
で
畜
産
や
農
業
を
頑
張
っ
て
い
る
若
者

た
ち
で
す
。
近
い
年
代
同
士
、
い
い
仲
間
で
あ
り
、
ラ

イ
バ
ル
。
地
域
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
一
言
コ
メ
ン
ト
】

　

地
域
を
楽
し
み
な
が
ら
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
し
て

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　錦江町の町花でもある
「やまふじ」が田代地区の
でんしろう館で満開とな
りました。
　やまふじの花言葉は、
「歓迎」。周辺にはローラー
スライダーや草スキー・
花瀬川・ニジマス釣りな
ど、遊ぶところも満載。
お弁当を持って休日にぜ
ひお越しください。

町花満開です！
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●４月１日付けの異動で、5 年６ヶ月田
代支所の地籍調査係として猪と間違わ
れながらも野山を駆け回り、境界確定
の処理を行ってきました。地籍調査を
行いながらも、その土地の風土や史跡、
歴史やその時期にしか取れない食材や
花々など多くのことを学ぶことができ
ました。この場をお借りしてお礼申し
あげます。

　今後は、鎌からペンに持ち替えて『広
報誌』を作成し、少しでも早く、前任
者の「記事」や「ルックス」に近づけ
るようにがんばって行きたいと思いま
す。

　また、東日本震災の復興支援にも４月
の初めに行き、復興していく姿に多く

の絆を感じました。『広報きんこう』
にも多くの絆を見い出せるように、尽
力いたしますので、今後ともご協力・
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしま
す。

EDITORS

　

今
回
広
報
担
当
と
し
て
始
め
て
の

取
材
で
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
取
材

に
向
か
う
と
、
愛
車
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
り
と
て
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
で

出
迎
え
て
く
れ
た
。

　

今
回
、
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
の

は
、
神
川
城
自
治
会
の
今
熊
亮
太
朗

さ
ん
。

　

農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
き
も
つ
き
に
勤
め
園
芸
の
専
門

と
し
て
15
年
目
に
な
る
そ
う
だ
。

　

今
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
選
果
や
イ

ン
ゲ
ン
の
出
荷
な
ど
毎
日
遅
く
ま
で

忙
し
い
ら
し
い
が
、
疲
れ
た
様
子
も

な
く
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。

　

仕
事
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、

「
時
期
に
よ
っ
て
担
当
す
る
作
物
が

色
々
あ
る
が
と
に
か
く
、
錦
江
町
は

農
業
中
心
の
町
な
の
で
農
業
を
も
っ

と
発
展
さ
せ
る
た
め
に
農
家
の
方
々

と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
農
家
の
方
々
と
う
ま
く
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
農
業
の
ま
ち
を

作
り
た
い
」と
熱
く
話
し
て
く
れ
た
。

　

今
熊
さ
ん
の
実
家
は
、
畜
産
や
バ

レ
イ
シ
ョ
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
を
生
産

し
て
お
り
、
幼
少
の
頃
か
ら
農
業
の

大
変
さ
や
難
し
さ
、
出
荷
時
の
ド
キ

ド
キ
感
や
喜
び
を
味
わ
っ
て
き
た
。

大
変
な
面
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
今
の
仕
事
の
重
要
さ
が
分
か
る

と
話
し
た
。

　

取
材
の
合
間
、
幾
度
と
な
く
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
、
発
展
さ
せ
た
い

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
今
熊
さ
ん
が
行
っ
て

き
た
地
域
活
動
か
ら
も
「
盛
り
上
げ

た
い
」
と
い
う
事
が
垣
間
見
え
る
。

　

青
年
団
時
代
、
剣
道
で
全
国
大
会

に
出
場
し
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
町

の
会
長
を
行
い
、
各
地
域
を
盛
り
上

げ
て
き
た
。
現
在
も
自
治
会
の
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
や
地
区
の
消
防
団
な
ど

を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
同
級
生
や
地
元
の
友
人
た

ち
と
野
球
チ
ー
ム（
ビ
ー
ク
ラ
イ
ム
）

を
作
り
、
監
督
も
行
っ
て
い
る
ら
し

い
。
現
在
は
、
練
習
や
試
合
後
の
飲

ん
方
監
督
が
メ
イ
ン
ら
し
い
・
・
・
。

　

最
後
に
一
言
な
い
か
聞
く
と
、『
二

世
帯
住
宅
を
自
分
が
作
り
ま
し
た
。

親
孝
行
者
で
す
。』
と
冗
談
交
じ
り

で
答
え
て
く
れ
た
が
、
仕
事
の
関
係

で
錦
江
町
外
に
異
動
に
な
っ
た
り
帰

り
も
遅
い
事
も
あ
る
の
で
、
家
族
や

親
に
も
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

二
世
帯
住
宅
を
作
っ
た
様
子
。
家
族

を
大
事
に
し
な
が
ら
も
地
元
に
し
っ

か
り
と
根
を
張
り
、
今
後
の
錦
江
町

発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
と
い

う
姿
が
見
え
た
。
今
熊
さ
ん
は
、
地

域
を
楽
し
み
な
が
ら
も
将
来
を
考

え
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
好
青
年
で
し

た
。

◉47人目

今
いま

熊
ぐま

　亮
りょう

太
た

朗
ろう

 さん 【神川城自治会】

◎�このコーナーでは、町内でこれから根を張っていこうと頑張っている若者を中
心に紹介していきます。第47回目は、神川城自治会の今熊亮太朗さんです。

　愛車の軽トラック。農業発展のために頑張りたいと話す今熊さん。

From young people in the future

「今月の表紙」大募集！
　「広報きんこう」では、表紙に登場してくださ
る方を募集いたします。
　今年度の表紙のテーマは「絆」です。家族の絆・
夫婦の絆・仲間との絆、いろいろな絆があります。
あなたの絆を広報紙という形で残してみません
か？自薦他薦は問いません。
　詳細についてのお問い合わせや推薦などは下記
までご連絡ください。
【お問い合わせ先】役場企画課　未来形成チーム
 ℡０９９４- ２２- ３０３２


